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受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼

申し上げます。
当ファンドは、日々の基準価額の値動き

がダウ・ジョーンズ工業株価平均（米ドル
ベース）の値動きの 3 倍程度となることをめ
ざしております。当作成期につきましてもそ
れに沿った運用を行ないました。ここに、運
用状況をご報告申し上げます。

今後とも一層のお引立てを賜りますよ
う、お願い申し上げます。

ＮＹダウ・トリプル・レバレッジ
（愛称：3σ）

運用報告書（全体版）
第 2 期

（決算日　2022年 3 月29日）
（作成対象期間　2021年 3 月30日～2022年 3 月29日）

◇TUZ0341620220329◇

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／海外／株式／特殊型（ブル・ベア型）
信託期間 2020年 3 月30日～2030年 3 月29日

運用方針
日々の基準価額の値動きがダウ・ジョーンズ
工業株価平均（米ドルベース）の値動きの 3
倍程度となることをめざして運用を行ないます。

主要投資
対　　象

ベビーファンド

米国の株価指数先物取引、米
国の債券、わが国の債券およ
びダイワ・マネーポートフォ
リオ・マザーファンドの受益
証券

ダイワ・マネー
ポートフォリオ・
マザーファンド

円建ての債券

組入制限
ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マザーファンド組入上限比率 無制限

マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率 純資産総額の10％以下

分配方針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売
買益（評価益を含みます。）等とし、原則とし
て、信託財産の成長に資することを目的に、
配当等収益の中から基準価額の水準等を勘案
して分配金額を決定します。ただし、配当等
収益が少額の場合には、分配を行なわないこ
とがあります。



ＮＹダウ・トリプル・レバレッジ

決 算 期
基　 準　 価　 額

ダウ・ジョーンズ
工業株価平均

（米ドルベース） 株　　式
組入比率

株　　式
先物比率

公 社 債
組入比率

純資産
総　額

（分配落） 税込み       
分配金

期　中       
騰落率 （参考指数） 期　中       

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円

1 期末（2021年 3 月29日） 29, 140 0 191. 4 15, 285 52. 9 ― 305. 7 ― 1, 577
2 期末（2022年 3 月29日） 33, 541 0 15. 1 16, 156 5. 7 ― 296. 0 ― 4, 256 

（注 1 ）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2 ）  ダウ・ジョーンズ工業株価平均（米ドルベース）は、ダウ・ジョーンズ工業株価平均（米ドルベース）の原データをもとに、当ファンド設

定日を10, 000として大和アセットマネジメントが計算したものです。
（注 3 ）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 4 ）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 5 ）株式先物比率は買建比率－売建比率です。
（注 6 ）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 7 ）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。

設定以来の運用実績

ダウ・ジョーンズ工業株価平均（以下「当インデックス」といいます。）は S&P Dow Jones Indices LLC またはその関連会社
（「ＳＰＤＪＩ」）の商品であり、これを利用するライセンスが大和アセットマネジメント株式会社に付与されています。Standard 
& Poor’s® およびＳ＆Ｐ® は Standard & Poor’s Financial Services LLC（「Ｓ＆Ｐ」）の登録商標で、Dow Jones® は Dow Jones 
Trademark Holdings LLC（「Dow Jones」）の登録商標です。当ファンドは、ＳＰＤＪＩ、Dow Jones、Ｓ＆Ｐ、それらの各関
連会社によってスポンサー、保証、販売、または販売促進されているものではなく、これらいずれの関係者も、かかる商品への投資
の妥当性に関するいかなる表明も行わず、当インデックスのいかなる過誤、遺漏、または中断に対しても一切責任を負いません。
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■基準価額・騰落率
期　首：29, 140円
期　末：33, 541円（分配金 0円）
騰落率：15. 1％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

日々の基準価額の値動きがダウ・ジョーンズ工業株価平均（米ドルベース）の値動きの 3倍程度
となることをめざした運用を行った結果、米国株式市況が上昇したことで基準価額が上昇しまし
た。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

運用経過

基準価額等の推移について 

流　用

＊�分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊�分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
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基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。
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年　　月　　日
基 準 価 額 ダウ・ジョーンズ工業

株価平均（米ドルベース） 株　　式
組入比率

株　　式
先物比率

公 社 債
組入比率

騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率
円 ％ ％ ％ ％ ％

（期首）2021年 3 月29日 29, 140 ― 15, 285 ― ― 305. 7 ―
3 月末 29, 053 △ 0. 3 15, 283 △ 0. 0 ― 303. 6 ―
4 月末 31, 747 8. 9 15, 742 3. 0 ― 299. 7 ―
5 月末 33, 148 13. 8 15, 959 4. 4 ― 293. 9 ―
6 月末 32, 330 10. 9 15, 849 3. 7 ― 299. 0 ―
7 月末 34, 484 18. 3 16, 215 6. 1 ― 291. 7 ―
8 月末 35, 493 21. 8 16, 361 7. 0 ― 298. 0 ―
9 月末 32, 496 11. 5 15, 895 4. 0 ― 301. 9 ―
10月末 36, 315 24. 6 16, 514 8. 0 ― 295. 3 ―
11月末 34, 604 18. 8 16, 239 6. 2 ― 302. 2 ―
12月末 38, 629 32. 6 16, 864 10. 3 ― 296. 6 ―

2022年 1 月末 33, 057 13. 4 16, 049 5. 0 ― 296. 9 ―
2 月末 31, 078 6. 7 15, 741 3. 0 ― 301. 7 ―

（期末）2022年 3 月29日 33, 541 15. 1 16, 156 5. 7 ― 296. 0 ―
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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■米国株式市況
米国株式市場は上昇しました。
米国株式市況は、当作成期首より、新型コロナウイルスのワクチン接種の進展で2021年 6 月にか
けて新規感染者数が大幅に減少したことや、その後も堅調な経済指標の発表が続いたことなどによ
り、 9月初めにかけて主要株価指数が断続的に史上最高値を更新しました。 9月末にかけては、米
国の量的金融緩和の早期縮小観測や連邦政府の債務上限問題、増税への不透明感などから、株価は
下落しました。10月に入ると、債務上限問題の一時棚上げや良好な企業決算の発表を受けて、株価
は再び上昇しました。その後は、ＣＰＩ（消費者物価指数）の上昇加速を受けて早期利上げ観測が
強まったことや、新型コロナウイルスの新変異株への警戒感が広がったことなどから一時的に下落
する局面はあったものの、良好な経済指標の発表が相次いだことなどから、年末にかけて株価は上
昇基調を維持しました。2022年に入ると、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）による金融引き締め
懸念で金利が上昇したことや、ロシアによるウクライナ侵攻で資源価格が急騰したことなどが懸念
され、 3月半ばにかけて株価は下落しました。その後は、ＦＲＢの利上げ決定で悪材料出尽くし観
測が強まったことや、ロシアとウクライナによる停戦協議の進展期待もあり、米国株式市況は当作
成期末にかけて急反発しました。

投資環境について （2021. 3. 30 ～ 2022. 3. 29）

前作成期末における「今後の運用方針」

流　用

■当ファンド
当ファンドの運用方針に基づき、主として、米国の債券、わが国の債券および「ダイワ・マネー
ポートフォリオ・マザーファンド」の受益証券に投資するとともに、株式の組入総額と株価指数先
物取引の買建玉の時価総額の合計額が、原則として、信託財産の純資産総額の 3倍程度になるよう
に調整することにより、日々の基準価額の値動きがダウ・ジョーンズ工業株価平均（米ドルベー
ス）の値動きの 3倍程度となることをめざします。また、為替変動リスクを低減するため、為替
ヘッジを行います。
■ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。
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■当ファンド
米国の株価指数先物取引の買建玉の時価総額が、信託財産の純資産総額の 3倍程度となるよう調
整しました。「ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド」の受益証券への投資も行いまし
た。また、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行いました。
米国の株価指数先物取引については、E-mini�ダウ先物取引を利用しました。米国の株式への直
接投資は行っておりません。
■ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、コール・ローン等による運用を行いました。

ポートフォリオについて （2021. 3. 30 ～ 2022. 3. 29）

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

（％）
16. 0
14. 0
12. 0
10. 0
8. 0
6. 0
4. 0
2. 0
0. 0

当　期
（2021. 3. 29～2022. 3. 29）

基準価額
ダウ・ジョーンズ工業株価平均
（米ドルベース）

ベンチマークとの差異について

流　用
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流　用

■当ファンド
当ファンドの運用方針に基づき、主として、米国の債券、わが国の債券および「ダイワ・マネー
ポートフォリオ・マザーファンド」の受益証券に投資するとともに、株式の組入総額と株価指数先
物取引の買建玉の時価総額の合計額が、原則として、信託財産の純資産総額の 3倍程度になるよう
に調整することにより、日々の基準価額の値動きがダウ・ジョーンズ工業株価平均（米ドルベー
ス）の値動きの 3倍程度となることをめざします。また、為替変動リスクを低減するため、為替
ヘッジを行います。
■ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。

今後の運用方針

当作成期は、経費控除後の配当等収益が計上できなかったため、収益分配を見送らせていただきま
した。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。
■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2021年 3 月30日
～2022年 3 月29日

当期分配金（税込み） （円） ―
対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―

翌期繰越分配対象額 （円） 23, 541�
（注 1）�「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2）�円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3）�当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

分配金について
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1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2021. 3. 30～2022. 3. 29） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬 �370円� 1. 100％ 信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は33, 628円です。

（投 信 会 社） �（180） （0. 536） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） �（180） （0. 536） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社） �（9） （0. 027） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 �24��� 0. 070��
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（先物・オプション） �（24） （0. 070）

有価証券取引税 �―� ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 �69��� 0. 204�� その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） �（2） （0. 006） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他） �（67） （0. 198） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合　　　　 計 �462��� 1. 374��
（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便

法により算出した結果です。
（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。

流　用

2

3416_20220329_交_鈴_S.indb   23416_20220329_交_鈴_S.indb   2 2022/05/17   15:42:462022/05/17   15:42:46

7



ＮＹダウ・トリプル・レバレッジ
ＮＹダウ・トリプル・レバレッジ ＮＹダウ・トリプル・レバレッジ

流　用

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 30％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
1. 30％

運用管理費用
（投信会社）
0. 54％

運用管理費用
（販売会社）
0. 54％

運用管理費用
（受託会社）
0. 03％

その他費用
0. 20％

3

3416_20220329_交_鈴_S.indb   33416_20220329_交_鈴_S.indb   3 2022/05/17   15:42:462022/05/17   15:42:46
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ＮＹダウ・トリプル・レバレッジ

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2021年 3 月30日から2022年 3 月29日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額

ダイワ・マネー
ポートフォリオ・
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

1, 297, 245 1, 300, 000 ― ― 

（注）単位未満は切捨て。

■先物・オプション取引状況等
先物取引の銘柄別取引状況・残高状況

（2021年 3 月30日から2022年 3 月29日まで）

銘　柄　別 買　　　　建 売　　　　建 当 作 成 期 末 評 価 額
新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額 買 建 額 売 建 額 評価損益

外 

国
株 

式
DJIA MINI E-CBOT
（アメリカ）

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

77, 428 71, 544 ― ― 12, 598 ― 629 

（注）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況等
当作成期中における利害関係人との取引はありません。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種　　　　　類 期　　首 当　　期　　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ・マネーポート
フォリオ・マザーファンド 209, 466 1, 506, 712 1, 509, 725 

（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2022年 3 月29日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ・マネーポートフォリオ・
マザーファンド 1, 509, 725 34. 2 

コール・ローン等、その他 2, 909, 500 65. 8 
投資信託財産総額 4, 419, 226 100. 0 

（注 1 ）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2 ） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 3 月29日における邦貨換算レートは、 1 アメリカ・ドル＝
124. 22円です。

（注 3 ） 当期末における外貨建純資産（1, 822, 452千円）の投資信託財産総額
（4, 419, 226千円）に対する比率は、41. 2％です。
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ＮＹダウ・トリプル・レバレッジ

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2022年 3 月29日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 6, 142, 387, 874円

コール・ローン等 1, 086, 556, 943  
ダイワ・マネーポートフォリオ・
マザーファンド（評価額） 1, 509, 725, 658  

未収入金 2, 353, 123, 482  
差入委託証拠金 1, 192, 981, 791  

（Ｂ）負債 1, 886, 309, 842  
未払金 1, 832, 190, 604  
未払解約金 32, 404, 910  
未払信託報酬 21, 606, 377  
その他未払費用 107, 951  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 4, 256, 078, 032  
元本 1, 268, 925, 982  
次期繰越損益金 2, 987, 152, 050  

（Ｄ）受益権総口数 1, 268, 925, 982口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 33, 541円

＊ 期首における元本額は541, 344, 241円、当作成期間中における追加設定元本額は
4, 405, 945, 186円、同解約元本額は3, 678, 363, 445円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は33, 541円です。

■損益の状況
当期  自 2021年 3 月30日  至 2022年 3 月29日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 △  130, 809円

受取利息 291, 000  
支払利息 △  421, 809  

（Ｂ）有価証券売買損益 △  11, 106, 447  
売買益 307, 200, 610  
売買損 △  318, 307, 057  

（Ｃ）先物取引等損益 49, 910, 434  
取引益 1, 613, 878, 828  
取引損 △  1, 563, 968, 394  

（Ｄ）信託報酬等 △  49, 087, 014  
（Ｅ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） △  10, 413, 836  
（Ｆ）前期繰越損益金 9, 103, 028  
（Ｇ）追加信託差損益金 2, 988, 462, 858  

（配当等相当額） （ 580, 231, 955）
（売買損益相当額） （ 2, 408, 230, 903）

（Ｈ）合計（Ｅ＋Ｆ＋Ｇ） 2, 987, 152, 050  
次期繰越損益金（Ｈ） 2, 987, 152, 050  
追加信託差損益金 2, 988, 462, 858  

（配当等相当額） （ 580, 231, 955）
（売買損益相当額） （ 2, 408, 230, 903）
分配準備積立金 9, 103, 472  
繰越損益金 △  10, 414, 280  

（注 1 ） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2 ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3 ） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

（注 4 ） 投資信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために
要する費用：4, 353, 695円（未監査）

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益  0円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0　
（ｃ）収益調整金 2, 978, 179, 831　
（ｄ）分配準備積立金 9, 103, 472　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 2, 987, 283, 303　
（ｆ）分配金  0　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 2, 987, 283, 303　
（ｈ）受益権総口数 1, 268, 925, 982口
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ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド

■組入資産明細表

2022年 3 月29日現在、有価証券等の組み入れはありません。

＜補足情報＞
当ファンド（ＮＹダウ・トリプル・レバレッジ）が投資対象としている「ダイワ・マネーポートフォリオ・マザー

ファンド」の決算日（2021年12月 9 日）と、当ファンドの決算日が異なっておりますので、当ファンドの決算日（2022
年 3 月29日）現在におけるダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンドの組入資産の内容等を掲載いたしました。

■ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンドの主要な売買銘柄
2021年 3 月30日～2022年 3 月29日における主要な売買銘柄はありません。
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1

大和アセットマネジメント株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
https://www.daiwa-am.co.jp/

ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド

運用報告書　第13期（決算日　2021年12月９日）

（作成対象期間　2020年12月10日～2021年12月９日）

ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 円建ての債券
株 式 組 入 制 限 純資産総額の10％以下

2

ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド

年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率騰 落 率
円 ％ ％

(期首)2020年12月９日 10,024 － －
12月末 10,024 0.0 －

2021年１月末 10,024 0.0 －
２月末 10,024 0.0 －
３月末 10,024 0.0 －
４月末 10,023 △0.0 －
５月末 10,023 △0.0 －
６月末 10,023 △0.0 －
７月末 10,023 △0.0 －
８月末 10,022 △0.0 －
９月末 10,022 △0.0 －
10月末 10,022 △0.0 －
11月末 10,021 △0.0 －

(期末)2021年12月９日 10,021 △0.0 －
（注１）騰落率は期首比。
（注２）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除

きます。
（注３）当ファンドは、安定した収益の確保をめざして安定運用を行っており、ベ

ンチマークおよび参考指数はありません。

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
　期首：10,024円　期末：10,021円　騰落率：△0.0％
【基準価額の主な変動要因】
　コール・ローン等の利回りがマイナス圏で推移したことなどから、
基準価額は下落しました。
◆投資環境について
○国内短期金融市況
　当作成期を通じて、日銀は長短金利操作付き量的・質的金融緩和
を維持しました。この金融政策を背景に、国庫短期証券（３カ月
物）の利回りおよび無担保コール翌日物金利はマイナス圏で推移し
ました。

■当作成期中の基準価額と市況等の推移
（円）

10,010

10,015

10,020

10,025

10,030

期　首
（2020.12.９）

期　末
（2021.12.９）

基準価額

◆前作成期末における「今後の運用方針」
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等に
よる運用を行う方針です。
◆ポートフォリオについて
　流動性や資産の安全性に配慮し、コール・ローン等による運用を行
いました。
◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等によ
る運用を行う方針です。

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 －円
有価証券取引税 －
その他費用 0
（その他） （0）

合　　計 0
（注１）費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注２）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

■売買および取引の状況

当作成期中における売買および取引はありません。

■主要な売買銘柄

当作成期中における主要な売買銘柄はありません。

■投資信託財産の構成
2021年12月９日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

コール・ローン等、その他 95,139,414 100.0
投資信託財産総額 95,139,414 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■組入資産明細表

当作成期末における有価証券等の組み入れはありません。
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ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド

1

大和アセットマネジメント株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
https://www.daiwa-am.co.jp/

ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド

運用報告書　第13期（決算日　2021年12月９日）

（作成対象期間　2020年12月10日～2021年12月９日）

ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 円建ての債券
株 式 組 入 制 限 純資産総額の10％以下

2

ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド

年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率騰 落 率
円 ％ ％

(期首)2020年12月９日 10,024 － －
12月末 10,024 0.0 －

2021年１月末 10,024 0.0 －
２月末 10,024 0.0 －
３月末 10,024 0.0 －
４月末 10,023 △0.0 －
５月末 10,023 △0.0 －
６月末 10,023 △0.0 －
７月末 10,023 △0.0 －
８月末 10,022 △0.0 －
９月末 10,022 △0.0 －
10月末 10,022 △0.0 －
11月末 10,021 △0.0 －

(期末)2021年12月９日 10,021 △0.0 －
（注１）騰落率は期首比。
（注２）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除

きます。
（注３）当ファンドは、安定した収益の確保をめざして安定運用を行っており、ベ

ンチマークおよび参考指数はありません。

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
　期首：10,024円　期末：10,021円　騰落率：△0.0％
【基準価額の主な変動要因】
　コール・ローン等の利回りがマイナス圏で推移したことなどから、
基準価額は下落しました。
◆投資環境について
○国内短期金融市況
　当作成期を通じて、日銀は長短金利操作付き量的・質的金融緩和
を維持しました。この金融政策を背景に、国庫短期証券（３カ月
物）の利回りおよび無担保コール翌日物金利はマイナス圏で推移し
ました。

■当作成期中の基準価額と市況等の推移
（円）

10,010

10,015

10,020

10,025

10,030

期　首
（2020.12.９）

期　末
（2021.12.９）

基準価額

◆前作成期末における「今後の運用方針」
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等に
よる運用を行う方針です。
◆ポートフォリオについて
　流動性や資産の安全性に配慮し、コール・ローン等による運用を行
いました。
◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等によ
る運用を行う方針です。

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 －円
有価証券取引税 －
その他費用 0
（その他） （0）

合　　計 0
（注１）費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注２）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

■売買および取引の状況

当作成期中における売買および取引はありません。

■主要な売買銘柄

当作成期中における主要な売買銘柄はありません。

■投資信託財産の構成
2021年12月９日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

コール・ローン等、その他 95,139,414 100.0
投資信託財産総額 95,139,414 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■組入資産明細表

当作成期末における有価証券等の組み入れはありません。
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ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド

3

ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2021年12月９日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 95,139,414,225円

コール・ローン等 95,139,414,225
(Ｂ) 負債 －
(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 95,139,414,225

元本 94,938,109,576
次期繰越損益金 201,304,649

(Ｄ) 受益権総口数 94,938,109,576口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,021円

＊期首における元本額は73,320,433,569円、当作成期間中における追加設定元本
額は101,534,469,895円、同解約元本額は79,916,793,888円です。

＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額：
ダイワ米ドル・ブルファンド（適格機関投資家専用） 1,781,662,390円
ダイワ米ドル・ベアファンド（適格機関投資家専用） 9,727,670,751円
ダイワ・マネーポートフォリオ（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家専用） 1,089,639円
ダイワＪリートベア・ファンド（適格機関投資家専用） 1,135,439,591円
米国国債プラス日本株式ファンド2021－01（部分為替ヘッジあり／適格機関投資家専用） 12,595,101円
米国国債プラス日本株式ファンド2021－07（部分為替ヘッジあり／適格機関投資家専用） 504,894,014円
ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・ヘルスケア・フォーカス 9,976円
通貨選択型　米国リート・αクワトロ（毎月分配型） 159,141円
通貨選択型アメリカン・エクイティ・αクワトロ（毎月分配型） 159,141円
オール・マーケット・インカム戦略（資産成長重視コース） 9,963円
オール・マーケット・インカム戦略（奇数月定額分配コース） 9,963円
オール・マーケット・インカム戦略（奇数月定率分配コース） 9,963円
オール・マーケット・インカム戦略（予想分配金提示型コース） 9,963円
ＮＹダウ・トリプル・レバレッジ 907,909,838円
世界セレクティブ株式オープン（為替ヘッジあり／年１回決算型） 998円
世界セレクティブ株式オープン（為替ヘッジあり／年２回決算型） 998円
ＦＡＮＧ＋ブルベア・マネーポートフォリオ 992,420円
ポーレン米国グロース株式ファンド（資産成長型） 998円
ポーレン米国グロース株式ファンド（予想分配金提示型） 998円
トレンド・キャッチ戦略ファンド 9,977円
ＡＨＬターゲットリスク・ライト戦略ファンド（適格機関投資家専用） 8,871,272,012円
ダイワユーロベア・ファンド２（２倍、非リバランス型）（適格機関投資家専用） 66,013,931,447円
ダイワユーロベア・ファンド（２倍、非リバランス型）（適格機関投資家専用） 678,845,270円
ダイワ米ドルベア・ファンド（２倍、非リバランス型）（適格機関投資家専用） 1,316,281,503円
ダイワＪＧＢベア・ファンド２（適格機関投資家専用） 3,981,542,385円
ダイワ／ロジャーズ国際コモディティＴＭ・ファンド 2,417,017円
ダイワ／フィデリティ・アジア・ハイ・イールド債券ファ
ンド（通貨選択型）日本円・コース（毎月分配型） 998円
ダイワ／フィデリティ・アジア・ハイ・イールド債券ファン
ド（通貨選択型）ブラジル・レアル・コース（毎月分配型） 998円
ダイワ／フィデリティ・アジア・ハイ・イールド債券ファ
ンド（通貨選択型）アジア通貨・コース（毎月分配型） 998円
ダイワ豪ドル建て高利回り証券α（毎月分配型） 9,949円
ダイワ米国国債７－10年ラダー型ファンド・マネーポートフォリオ　－　ＵＳトライアングル　－ 997,374円
ダイワ豪ドル建て高利回り証券ファンド　－予想分配金提示型－ 173,802円

＊当期末の計算口数当りの純資産額は10,021円です。

■損益の状況
当期　自2020年12月10日　至2021年12月９日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 △ 28,899,045円

受取利息 657,510
支払利息 △ 29,556,555

(Ｂ) その他費用 △    218,657
(Ｃ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △ 29,117,702
(Ｄ) 前期繰越損益金 178,846,436
(Ｅ) 解約差損益金 △186,978,215
(Ｆ) 追加信託差損益金 238,554,130
(Ｇ) 合計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 201,304,649

次期繰越損益金(Ｇ) 201,304,649
（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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